
ちびでぃ〜の同人誌
Mac環境構築メモ 　■なかみがわ

1 PL2303ドライバ導入

●ダウンロード

チップメーカのサイトからドライバをダウン

ロ ー ド し ま す （ URL ：

http://prolificusa.com/pl-2303hx-

drivers/）

上記サイトの上から２／３位のところにある

「Mac OS X Universal Binary Driver v1.4.0 

(DMG file format)」という部分の

「Download」をクリックしインストーラをダウ

ンロードします。

●インストール

　

　ダウンロードした ZIP ファイルを解凍し

dmgファイルをダブルクリックしてマウント

し、インストーラを起動してインストールを

実行します。

　インストールは一般的なアプリケーション

と変わりませんが最後に再起動が必要となり

ますので注意してください。

2 Arduino IDE導入

●ダウンロード

　Arduino のプロジェクトサイトのダウンロ

ー ド ペ ー ジ （ URL ：

http://arduino.cc/en/Main/Software）より

ダウンロード。

●インストール

　ダウンロードした ZIPファイルを解答する

と「Arduino」という名前でアプリケーション

が解凍されますのでアプリケーションフォル

ダに移動します。

http://arduino.cc/en/Main/Software
http://prolificusa.com/pl-2303hx-drivers/
http://prolificusa.com/pl-2303hx-drivers/


●ちびでぃ〜ののための設定追加

　ちびでぃ〜のは本家 Arduinoと異なるチッ

プを使用しているため設定の追加が必要とな

ります。

　

　Arduinoの boards.txtを編集するのですが、

Macではファイルが少々わかりにくい場所に

あります。

　アプリケーションフォルダへ移動した

Arduinoのパッケージの内容を表示。

　パッケージ内の以下のファイルが編集する

ファイルとなります。

　Contents/Resources/Java/hardware/ardui

no/boards.txt

　以下を最後に追記してください。

########################################

######################

atmega8o8.name=[Optiboot] ATmega8 RC8MHz

atmega8o8.upload.protocol=arduino

atmega8o8.upload.maximum_size=7680

atmega8o8.upload.speed=115200

atmega8o8.bootloader.low_fuses=0x94

atmega8o8.bootloader.high_fuses=0xDC

atmega8o8.bootloader.path=optiboot

atmega8o8.bootloader.file=optiboot_atmeg

a8-8m.hex

atmega8o8.bootloader.unlock_bits=0x3F

atmega8o8.bootloader.lock_bits=0x0F

atmega8o8.build.mcu=atmega8

atmega8o8.build.f_cpu=8000000L

atmega8o8.build.core=arduino

atmega8o8.build.variant=standard

########################################

######################

●動作確認

　

・確認１

　ちびでぃ〜のを接続してシリアルポート

「/dev/tty.usbserial」が増えていること。

・確認２

　ボードの選択肢に追加した「[Optiboot] 

ATmega8 RC8MHz」が増えていること。

　確認１、２が問題なければちびでぃ〜のを

Arduino IDEで使う準備は完了です。



3 Ardublock導入

●ダウンロード

　本家版のArduBlockは日本語対応がいまい

ちなため STEM 教育学習センターにて公開さ

れているArduBlockを使用します。

（ URL ： http://www.stem.saitama-

u.ac.jp/htdocs/?page_id=38）

●インストール

　ダウンロードした ZIPファイルを展開し、

中の「tools」フォルダをArduinoIDEのスケッ

チを保存するフォルダ（標準では「Users/ユ

ーザー名/Documents/Arduino」）に移動しま

す。

●動作確認

　

　ArduinoIDE を起動してメニューのツール

を開くとArduBlockが追加されているはずで

す。

　ArduBlock を選択して ArduBlock が起動す

れば準備完了です。

ArduBlockの起動方法

ArduBlockの画面

4 ArduBlockの使い方

　

●

　

　作成中
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